
議 会 だ よ り平成２０年（２００８年）２月７日発行 （２１４号）　　－４－

り
、
民
間
で
は
確
立
さ
れ
た
処
理

方
法
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
や
給
食
残

渣
の
乾
燥
機
な
ど
の
一
環
と
し
て

広
域
支
援
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

実
証
試
験
を
兼
ね
て
新
処
理
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

基
本
的
に
は
焼
却
処
理

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
。

新
シ
ス
テ
ム
を
考
え
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
が
、
実
験
的
な
も

の
は
考
え
て
い
な
い
。
メ
ー
カ
ー

が
や
っ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
が

実
用
で
き
る
こ
と
で
あ
れ
ば
考
慮

す
る
こ
と
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。

斎
藤
康
夫
（
民
主
党
市
民
）

　

ご
み
処
理
問
題
は
小
金
井
市
に

と
っ
て
最
重
要
、
緊
急
の
課
題
で

あ
る
。

　

�
可
燃
ご
み
の
処
理
方
法
は
、

焼
却
な
の
か
、
他
の
方
法
も
検
討

す
る
の
か
。
最
新
技
術
の
研
究
は

ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

市
長　

基
本
的
な
考
え
は
焼
却

処
理
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以

外
で
も
安
定
的
、
長
期
的
に
処
理

で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
当
然

考
慮
す
る
。

　

ご
み
処
理
施
設
担
当
部
長　

バ

イ
オ
ガ
ス
、
ガ
ス
化
溶
融
炉
、
流

動
床
炉
、
堆
肥
化
、
炭
化
処
理
等

の
施
設
を
視
察
し
て
き
た
。

　

�
燃
や
さ
な
い
ご
み
処
理
方
法

は
、
堆
肥
化
、
亜
臨
界
水
・
加
水

分
解
、
炭
素
化
な
ど
の
方
法
が
あ

敷
約
千　
 
�
の
み
は
登
記
。
都
市

２２６

計
画
公
園
内
に
都
市
施
設
の
ご
み

処
理
施
設
建
設
は
困
難
。
�
処
理

方
式
は
国
分
寺
市
と
安
全
・
安
定

確
実
に
処
理
が
必
要
で
、
新
方
式

も
研
究
。
暫
定
的
検
証
で
も
施
設

本
体
の
建
設
と
同
じ
手
続
が
必
要
。

　

環
境
部
長　

�
平
成　

年
度
の

１９

燃
や
す
ご
み
量
は
１
万
７
千
ｔ
強
。

　

年
度
は
更
に
減
量
。
減
量
施
策

２０は
生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
、
堆

肥
化
推
進
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ご
み

や
剪
定
枝
の
資
源
化
等
で
、　

年
１０

後
は
１
万
５
千
ｔ
、
国
分
寺
市
分

と
計
３
万
３
千
〜
７
千
ｔ
予
測
。

伊
藤
隆
文
（
自
由
民
主
）

　

蛇
の
目
跡
地
へ
の
新
処
理
施
設

建
設
反
対
だ
け
で
な
く
、
適
地
と

広
域
支
援
先
へ
の
迷
惑
を
減
ら
す

た
め
の
対
策
を
質
す
。
�
都
立
公

園
内
の
市
有
地
赤
道
等
と
交
換
又

は
二
枚
橋
跡
地
と
の
交
換
で
場
所

の
確
保
は
。
�
燃
や
す
ご
み
減
量

の
進
捗
状
況
は
。
�
私
が
廃
棄
物

減
量
等
推
進
協
議
会
長
時
の
主
張

「
ご
み
は
燃
や
さ
ず
、
埋
立
て

ず
」
の
チ
ャ
ン
ス
。
脱
焼
却
の
暫

定
施
設
で
一
部
ご
み
処
理
を
開
始

し
て
検
証
す
べ
き
と
思
う
が
。

　

市
長　

�
都
立
公
園
内
に
具
体

的
場
所
の
提
示
が
必
要
。
体
育
館

は
公
園
効
果
を
増
大
。
野
川
公
園

移
転
案
は
諸
事
情
で
断
念
し
た
。

　

ご
み
処
理
施
設
担
当
部
長　

�

小
金
井
・
武
蔵
野
公
園
内
の
廃
道

ごみの減量をお願いします。

　

図
書
館
長　

�
現
在
、
検
討
を

行
っ
て
い
る
。
�
視
覚
障
害
者
へ

対
面
朗
読
、
録
音
図
書
、
点
字
本

の
提
供
。
寝
た
き
り
の
方
、
障
害

者
手
帳
を
持
っ
た
外
出
困
難
な
方

に
は
宅
配
サ
ー
ビ
ス
等
。
Ｐ
Ｒ
の

工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。
�
タ
イ

ム
リ
ー
な
質
問
で
、
図
書
館
が
建

て
ば
取
り
入
れ
た
も
の
に
し
て
い

き
た
い
。

■
そ
の
他
に
、
�
荒
川
区
を
参
考

に
「
お
た
っ
し
ゃ
ラ
ン
チ
」
を
実

施
し
な
い
か
。
�
市
内
の
飲
食
店

に
健
康
づ
く
り
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

図
書
館
に
関
し
て
、
開
館
時
間

を
早
め
て
ほ
し
い
、
閉
館
時
間
を

延
ば
し
て
ほ
し
い
等
の
市
民
要
望

が
高
い
。　

月
、
千
代
田
区
で
は

１１

公
共
図
書
館
と
し
て
全
国
で
初
め

て
電
子
図
書
を
貸
し
出
す
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
た
。
本
を
置
く
ス
ペ
ー

ス
も
要
ら
な
い
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で　

時
間
い
つ
で
も
、
ど
こ

２４

で
も
借
り
ら
れ
る
。
音
声
や
動
画

再
生
に
よ
り
外
国
語
の
リ
ス
ニ
ン

グ
も
可
能
に
な
る
。
図
書
館
に
つ

い
て
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

て
い
る
か
。
�
開
館
時
間
を
早
め

閉
館
時
間
を
延
ば
さ
な
い
か
。
�

高
齢
者
、
障
害
者
へ
の
対
応
は
。

�
電
子
図
書
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
で
貸
し
出
す
サ
ー
ビ
ス
を
新

た
に
検
討
し
な
い
か
。

広
報
秘
書
課
広
報
係
に
て
対
応
。

�
東
京
都
で
も
都
民
意
識
の
啓
発

に
つ
い
て
取
り
組
む
方
針
で
あ
り
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
予
定
な
の

で
参
考
に
し
つ
つ
検
討
し
た
い
。

　

市
長　

�
行
政
と
し
て
、
ど
う

対
応
で
き
る
の
か
を
真
剣
に
考
え

て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
に
、
コ
コ
バ
ス
に
つ
い

て
、
バ
ス
停
の
名
前
の
由
来
と
な

っ
て
い
る
施
設
と
バ
ス
停
が
離
れ

て
い
て
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
、
目
的
施
設
ま
で
の
案

内
図
を
バ
ス
停
に
設
置
す
る
こ
と

を
求
め
る
質
問
を
し
ま
し
た
。

村
山
秀
貴
（
小
金
井
民
主
党
）

　

犯
罪
被
害
者
は
、
直
接
的
被
害

に
加
え
て
二
次
的
被
害
と
い
わ
れ

る
様
々
な
問
題
に
苦
し
め
ら
れ
て

い
る
。
東
京
都
で
は
犯
罪
被
害
者

等
支
援
推
進
計
画
（
仮
称
）
の
中

間
ま
と
め
が
発
表
さ
れ
、
近
隣
自

治
体
で
も
犯
罪
被
害
者
支
援
に
取

り
組
む
自
治
体
が
増
え
て
き
た
。

�
小
金
井
市
の
現
状
の
体
制
は
。

�
市
独
自
の
支
援
体
制
を
作
る
べ

き
。
い
き
な
り
条
例
を
制
定
し
な

く
て
も
よ
い
の
で
、
ま
ず
は
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て

み
て
は
。
犯
罪
被
害
者
に
対
す
る

市
民
意
識
の
啓
発
に
も
な
る
。
�

市
の
見
解
は
。

　

企
画
財
政
部
長　

�
犯
罪
被
害

者
等
に
特
化
し
た
総
合
窓
口
は
設

置
し
て
い
な
い
が
、
相
談
業
務
を

報
酬
を
一
定
見
直
し
て
い
た
だ
く

中
で
市
の
予
算
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

�
昨
年
度
保
険
料
を
値
上
げ
し

て
大
幅
な
黒
字
だ
っ
た
。
保
険
料

の
激
変
緩
和
継
続
と
他
段
階
化
等

含
め
て
負
担
軽
減
策
の
検
討
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

国
が
そ
の
よ

う
な
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

　

�
西
北
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
計
画
の
現
状
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

来
年
の
秋
位

に
は
開
設
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と

市
内
の
法
人
と
協
議
中
だ
が
ネ
ッ

ク
は
人
の
問
題
。

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

�
介
護
保
険
だ
け
で
利
用
者
に

責
任
が
負
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

保
険
制
度
で

は
足
り
な
い
の
は
事
実
。
見
守
り

や
支
え
合
い
の
中
で
介
護
保
険
を

使
っ
て
欲
し
い
。

　

�
認
知
症
で
日
中
独
居
等
の
場

合
、
深
刻
な
実
態
が
あ
る
。
昨
年

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
ケ
ア
プ
ラ

ン
作
成
で
追
わ
れ
た
が
、
対
策
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

日
中
独
居
で

も
ご
家
族
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ

い
て
は
家
事
援
助
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
本
年
度
か
ら
は
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
立
て
る
ス
タ
ッ
フ
増
員
の
予
算

措
置
を
不
十
分
な
が
ら
し
た
。

　

�
全
体
と
し
て
増
員
の
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

介
護
保
険
の

市民が望む図書館へ

ご
み
処
理
施
設
建
設
を

ご
み
処
理
施
設
建
設
を

順
調
に
進
め
る
た
め
に
問
う

順
調
に
進
め
る
た
め
に
問
う

図
書
館

図
書
館 
!!
市
民
ニ
ー
ズ
に

市
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
て
い
る
か

応
え
ら
れ
て
い
る
か

広
域
支
援
軽
減
の
た
め
に
、

広
域
支
援
軽
減
の
た
め
に
、

可
燃
ご
み
の
脱
焼
却
を

可
燃
ご
み
の
脱
焼
却
を

よ
り
良
い

よ
り
良
い

介
護
保
険
制
度
の
た
め
に

介
護
保
険
制
度
の
た
め
に

犯
罪
被
害
者
支
援
体
制
の

犯
罪
被
害
者
支
援
体
制
の

構
築
を
求
め
る

構
築
を
求
め
る

工夫して利用しやすい
COCOバス停を

　

学
校
教
育
部
長　

�
野
球
、
サ

ッ
カ
ー
使
用
に
耐
え
る
ス
ポ
ー
ツ

競
技
用
芝
で
二
小
は
こ
の
芝
生
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
�
散
水
は
タ

イ
マ
ー
付
自
動
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
。

乗
用
式
芝
刈
機
で
１
人
で
１
時
間

程
度
。
過
度
の
負
担
に
な
ら
な
い

と
思
う
。
�
６
月
〜
８
月
の
約
２

〜
３
か
月
間
。
ビ
ッ
グ
ロ
ー
ル
式

に
よ
り
養
生
期
間
の
短
縮
を
図
り
、

９
月
上
旬
に
芝
生
開
き
を
予
定
。

■
３
千　

�
は
都
内
一
の
広
さ
と

８００

聞
く
。
地
元
Ｊ
リ
ー
グ
の
協
力
を

得
て
素
晴
ら
し
い
芝
生
の
校
庭
に

し
て
も
ら
う
よ
う
要
望
す
る
。

高
木
真
人
（
自
由
民
主
）

　

１
９
８
１
年
国
立
競
技
場
で
始

ま
っ
た
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
世
界
一

決
定
戦
の
ト
ヨ
タ
カ
ッ
プ
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ

タ
ー
フ
の
歴
史
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
グ
ラ
ン
ド
キ
ー

パ
ー
達
の
血
と
汗
と
涙
の
物
語
が

あ
り
ま
し
た
。
冬
に
は
枯
れ
、
ス

ポ
ー
ツ
に
不
向
き
な
日
本
芝
に
代

わ
り
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
発
足
と
同
時

に
西
洋
芝
が
出
現
し
、
今
日
で
は

校
庭
に
適
し
て
い
る
の
が
西
洋
芝

テ
ィ
フ
ト
ン　

で
あ
る
こ
と
が
分

４１９

か
り
ま
し
た
。
学
校
関
係
者
、
父

母
の
皆
様
の
心
配
を
一
掃
す
る
た

め
以
下
質
問
し
ま
す
。
�
ス
ポ
ー

ツ
タ
ー
フ
と
は
。
�
維
持
管
理
負

担
の
程
度
は
。
�
工
期
と
芝
生
開

き
の
時
期
は
い
つ
か
。

第
二
小
学
校
の
校
庭
芝
生
化
は

第
二
小
学
校
の
校
庭
芝
生
化
は

ス
ポ
ー
ツ
タ
ー
フ
で

ス
ポ
ー
ツ
タ
ー
フ
で


